
（富山県）

市 政 ル ポ 高
た か お か

岡市

４
０
０
年
間
培
わ
れ
た
都
市
力
を
糧
に

新
幹
線
開
業
を
機
に
飛
躍
す
る

文
化
創
造
都
市 

高
岡

新
幹
線
開
業
を
目
前
に 

活
気
づ
く
ま
ち
づ
く
り

　

高
岡
市
ル
ポ
の
取
材
は
昨
年
12
月
半
ば
過
ぎ
に
実

施
し
た
。
そ
の
時
期
、
東
北
地
方
以
南
の
日
本
海
側

各
地
域
は
爆
弾
低
気
圧
の
影
響
で
天
候
が
大
荒
れ
。

高
岡
市
に
も
猛
烈
な
風
が
縦
横
に
吹
き
荒
れ
、
地
元

の
人
々
も「
こ
の
時
期
と
し
て
は
例
年
に
な
い
量
」と

驚
く
ほ
ど
の
降
雪
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。

　

だ
が
昨
年
３
月
に
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
高
岡
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル「
ク
ル
ン
高
岡
」（
地
上

３
階
、
地
下
１
階
）
や
、
南
北
自
由
通
路
を
兼
ね
た

高
架
デ
ッ
キ
で
高
岡
駅
と
直
接
結
ば
れ
る
駅
前
再
開

発
ビ
ル「
ウ
イ
ン
グ
・
ウ
イ
ン
グ
高
岡
」（
地
上
14
階
、

平
成
16
年
竣
工
）
な
ど
、
高
岡
市
の
新
た
な
駅
前
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
に
目
を
転
じ
る
と
、
そ
こ
に
は
春

の
予
兆
を
思
わ
せ
る
明
る
さ
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

　

ク
ル
ン
高
岡
は
Ｊ
Ｒ
高
岡
駅
の
改
札
口
を
２
階

に
、
路
面
電
車
・
万
葉
線
の
高
岡
駅
を
１
階
に
擁

し
て
い
る
。
ま
た
各
種
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
飲
食
ス

ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
地
下
１
階
に
は
高
岡
市
の
各
種

公
共
ス
ペ
ー
ス
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
社
会
人

対
象
の
自
主
的
学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
注
目
を
集

め
る
『
勉
強
カ
フ
ェ
』、
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
や
交
流

ス
ペ
ー
ス
な
ど
）
が
入
居
し
て
い
る
。
既
に
高
岡
市

立
中
央
図
書
館
（
２
〜
３
階
）、
高
岡
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
１
階
、
３
〜
６
階
）、
高
岡
市
男
女
平

等
推
進
セ
ン
タ
ー
、
富
山
県
立
志
貴
野
高
校
（
７
〜

12
階
）、
富
山
県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ（
７
階
）な

ど
多
彩
な
公
共
ス
ペ
ー
ス
が
入
居
し
て
い
る
隣
接

の
駅
前
再
開
発
ビ
ル
＝
ウ
イ
ン
グ
・
ウ
イ
ン
グ
高

岡
と
併
せ
、
こ
れ
だ
け
の
公
共
施
設
群
が
都
市
の

表
玄
関
で
あ
る
中
央
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
直
結
し
て
い

る
例
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
。

　

そ
う
し
た
各
種
公
共
施
設
お
よ
び
商
業
施
設
の
利

用
者
数
が
か
な
り
多
い
の
に
加
え
て
、
Ｊ
Ｒ
高
岡
駅

を
軸
と
す
る
こ
れ
ら
高
岡
市
の
新
た
な
駅
前
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
拠
点
が
、
外
の
荒
天
と
は
裏
腹
に
、
明
る
さ

や
華
や
ぎ
に
満
ち
て
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
３
月
14
日

の
「
北
陸
新
幹
線
開

業
」
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
万
葉
線
横
の

待
合
室
に
新
幹
線
車
両
の
模

型
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
を

は
じ
め
、
駅
お
よ
び
駅
前
公
共
施
設
群
の
随
所
に

新
幹
線
開
業
間
近
を
知
ら
せ
る
華
や
か
な
ポ
ス

タ
ー
、
の
ぼ
り
旗
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
で
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
随
時
行
わ
れ
る

な
ど
、
待
望
久
し
い
北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
控
え

た
高
岡
市
は
今
、
文
字
通
り
「
新
た
な
春
」
を
迎
え

髙
たかはし

橋正
まさ き

樹
高岡市長
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よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

　

北
陸
新
幹
線
は
平
成
９
年
に
先
行
開
業
し
た
長
野

新
幹
線
ル
ー
ト
に
長
野
〜
金
沢
間
の
新
規
ル
ー
ト
が

加
わ
り
、
東
京
〜
金
沢
間
が
最
速
２
時
間
28
分
で
結

ば
れ（
現
在
は
最
速
３
時
間
47
分
）、
最
終
的
に
は
大

阪
ま
で
延
伸
さ
れ
る
。
富
山
県
内
に
は
３
つ
の
停
車

駅
が
設
置
さ
れ
、
高
岡
市
で
は《
新
高
岡
駅
》が
新
規

開
業
す
る
。
東
京
都
市
圏
・
名
古
屋
都
市
圏
・
大
阪

都
市
圏
と
も
ほ
ぼ
等
距
離
の「
感
覚
」で
結
ば
れ
て
い

る
高
岡
市
に
と
っ
て
、
東
京
・
大
阪
と
直
結
す
る
北

陸
新
幹
線
開
業
の
持
つ
意
味
は
非
常
に
大
き
く
、
ま

た
幅
広
い
。

　
「
東
海
道
新
幹
線
は
平
成
26
年
に
開
業
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
東
海
道
新
幹
線
開
業
の
翌

年
、
つ
ま
り
昭
和
40
年
に
は
、
北
陸
新
幹
線
（
※
当

初
は『
北
回
り
新
幹
線
』と
呼
称
）開
業
の
構
想
が
発

表
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
平
成
27
年
の
北
陸
新
幹
線

開
業
は
、
高
岡
市
民
並
び
に
富
山
県
民
に
と
っ
て
、

ま
さ
に
50
年
目
の
大
願
成
就
な
の
で
す
」

　

そ
う
に
こ
や
か
に
語
る
髙
橋
正
樹
・
高
岡
市
長
は
、

新
幹
線
開
業
に
合
わ
せ
、
Ｊ
Ｒ
高
岡
駅
周
辺
や
南
へ

約
１
・
５
㎞
離
れ
た
下
黒
田
地
区
に
設
置
さ
れ
る
新

高
岡
駅
お
よ
び
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
着
々
と

準
備
が
整
っ
て
い
く
現
況
を
「《
未
来
高
岡
》
の
形
が

徐
々
に
姿
を
現
し
つ
つ
あ
る
過
程
」と
表
現
す
る
。

　
「
本
市
は
も
と
も
と
日
本
海
側
中
央
部
に
お
け
る

高
速
道
路
網
の
結
節
点
で
、
環
日
本
海
圏
の
交
易
拠

点
と
位
置
付
け
ら
れ
る
総
合
的
拠
点
港
・
伏
木
富
山

港
に
も
面
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
へ
新
幹
線
が
開
業
す

る
こ
と
で
、
国
内
外
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
の

求
心
力
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
が

行
き
交
う
交
流
拠
点
都
市
化
が
よ
り
一
層
進
む
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
」

２
つ
の
玄
関
口
を
核
に 

形
成
さ
れ
る
未
来
高
岡

　
《
未
来
高
岡
》
を
方
向
づ
け
る
「
人
・
モ
ノ
・
情

報
が
行
き
交
う
交
流
拠
点
都
市
化
」
を
推
進
す
る

に
当
た
っ
て
、
新
高
岡
駅
が
Ｊ
Ｒ
高
岡
駅
か
ら
南

へ
１
・
５
㎞
離
れ
た
下
黒
田
地
区
に
新
設
さ
れ
る

意
味
は
と
て
も
大
き
い
。

　

高
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
は
、
約
４
０
０
年

前（
慶
長
14
年
＝
１
６
０
９
年
）に
加
賀
前
田
家
二
代

国名勝に指定された「おくのほそ道の風景地─有磯海（女岩）─」

高岡市と射水市を結ぶ路面電車・万葉線（赤のアイトラムと青のドラえも
んトラム）

勉強する中高生の姿も多いクルン高岡地下1階の休憩スペース
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当
主
・
前
田
利
長
が
隠
居
後
に
開
始
し
た
高
岡
城
の

築
城
お
よ
び
城
下
町
の
建
設
に
あ
る
。
高
岡
城
は
前

田
利
長
の
隠
居
城
と
い
う
位
置
付
け
で
、
加
賀
藩
の

首
都
・
金
沢
の
ま
ち
づ
く
り
に
比
べ
る
と
そ
の
分
、

高
岡
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
人
生
経
験

に
基
づ
い
た
利
長
の
領
国
経
営
に
か
け
る
思
い
が
強

く
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
高
岡
市
が
誇
る

高
岡
銅
器
や
高
岡
漆
器
な
ど
の
も
の
づ
く
り
文
化
の

伝
統
も
、
前
田
利
長
が
父
利
家
か
ら
引
き
継
い
だ
豊

臣
秀
吉
か
ら
拝
領
し
た
御
所
車
を
嚆
矢
と
す
る
重
要

有
形
・
無
形
民
俗
文
化
財
高
岡
御
車
山
祭
な
ど
の
伝

統
行
事
も
、
す
べ
て
は「
そ
の
時
」か
ら
始
ま
っ
て
い

る
と
い
え
る
。
時
は
下
っ
て
明
治
31
年
に
北
陸
線
・

高
岡
駅
が
開
業
す
る
際
、
鉄
道
軌
道
は
、
江
戸
時
代

か
ら
続
く
伝
統
的
な
町
並
み
や
中
心
市
街
地
の
南
端

部
に
敷
設
さ
れ
そ
の
南
側（
現
在
の
瑞
龍
寺
口
側
）に

は
国
宝
・
瑞
龍
寺
お
よ
び
瑞
龍
寺
へ
の
参
道
、
国
史

跡
・
前
田
利
長
墓
所
が
あ
る
も
の
の
、
市
街
地
と
し

て
の
開
発
は
長
い
間
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
昭
和
40

年
代
に
入
っ
て
よ
う
や
く
区
画
整
理
事
業
な
ど
を
導

入
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
住
宅
地
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。

　

北
陸
新
幹
線
・
新
高
岡
駅
は
Ｊ
Ｒ
高
岡
駅
か
ら
瑞

龍
寺
を
挟
ん
で
さ
ら
に
南
側
に
あ
る
た
め
、
今
後
、

現
高
岡
駅
の
瑞
龍
寺
口（
南
口
）側
か
ら
、
新
高
岡
駅

に
か
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
が
急
速
に
進
む
可
能
性
が

高
い
。
市
域
全
体
の
活
性
化
を
促
す
原
動
力
に
な
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　
「
富
山
県
西
部
で
唯
一
の
新
幹
線
駅
と
な
っ
た
た

め
、
新
高
岡
駅
に
は
新
幹
線
の
沿
線
と
本
市
の
周
辺

地
域
を
結
ぶ
新
た
な
広
域
交
通
拠

点
と
し
て
の
役
割
、
具
体
的
に
は

飛
越
能
地
域
（
飛
騨
・
越
中
・
能

登
地
域
）
の
玄
関
口
と
し
て
の
役

割
も
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
愛
知
県
一
宮
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
岐
阜

県
を
経
由
し
て
小
矢
部
砺
波
Ｊ
Ｃ

Ｔ（
富
山
県
）に
至
る
東
海
北
陸
自

動
車
道
、
輪
島
Ｉ
Ｃ（
石
川
県
）か

ら
高
岡
市
を
経
由
し
て
小
矢
部
砺

波
Ｊ
Ｃ
Ｔ
に
至
る
能
越
自
動
車
道

な
ど
の
高
速
道
路
網
と
新
幹
線
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
富
山
県

内
外
へ
の
結
節
点
で
あ
る
こ
と
を

生
か
し
た
、
よ
り
有
機
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
も
取
り
組
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
周
辺
地
域
を
つ
な
ぐ
中
核
的
役
割
を
求
め

ら
れ
る
状
況
は
、
本
市
に
と
っ
て
飛
躍
の
好
機
と
い

え
ま
す
」（
髙
橋
市
長
）

　

高
岡
駅
と
新
高
岡
駅
と
の
間
（
約
１
・
５
㎞
）
の
ア

ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
高
岡
駅
と
城
端（
南
砺
市
）を

結
ぶ
城
端
線
が
新
高
岡
駅
近
く
で
交
差
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
城
端
線
に
も
新
高
岡
駅
を
設
置
。
列
車
・

バ
ス
で
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
新

高
岡
駅
を
拠
点
に
し
た
砺
波
市
や
南
砺
市
へ
の
交
通

ア
ク
セ
ス
も
飛
躍
的
に
便
利
に
な
る
。
さ
ら
に
高
岡

駅
で
接
続
す
る
氷
見
線
や
北
陸
本
線
、
路
面
電
車
・

万
葉
線
を
考
慮
す
れ
ば
、
城
端
線
・
新
高
岡
駅
の
設

置
は
市
長
の
発
言
に
あ
っ
た
「
新
幹
線
の
沿
線
と
本

市
の
周
辺
地
域
を
結
ぶ
新
た
な
交
通
拠
点
と
し
て
の

加賀藩の藩祖・前田利家が豊臣秀吉から拝領した御所車が始まりとされる「高
岡御車山祭」（重要有形・無形民俗文化財）

400年近い歴史を誇る高岡銅器

3昼夜にかけて万葉集全20巻をリレー方式でうたい継ぐ「高岡万葉まつり」
（毎年10月開催）
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高岡市　市 政 ル ポ

（富山県）

役
割
」
を
十
二
分
に
発
揮
す
る
要
因
と
な
る
こ
と
が

容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
高
岡
駅
と
新
高
岡
駅
の

間
に
国
宝
・
瑞
龍
寺
や
国
史
跡
・
前
田
利
長
墓
所
な

ど
の
有
力
な
観
光
資
源
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
歩
行

者
・
自
転
車
に
よ
る
動
線
も
今
後
確
保
し
て
い
く
予

定
だ
と
い
う
。

　

１
日
の
乗
降
客
数
４
０
０
０
人
を
想
定
し
て
い
る

新
高
岡
駅
舎
は
概
ね
完
成
し
て
お
り
、
取
材
時
に
も

「
飛
越
能
の
歴
史
を
継
承
す
る
」と
い
う
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
セ
プ
ト
の
外
観
が
既
に
見
え
て
い
た
。
瑞
龍
寺
の

回
廊
や
縦
格
子
を
意
識
し
た
外
観
デ
ザ
イ
ン
は
モ
ダ

ン
か
つ
シ
ッ
ク
、
内
装
に
は
伝
統
技
術
や
飛
越
能
地

域
の
木
材
な
ど
も
随
所
に
使
わ
れ
る
と
い
う
か
ら
開

業
が
楽
し
み
だ
。

　

駅
周
辺
の
駐
車
場
は
平
面
・
立
体
を
合
わ
せ
て

８
０
０
台
分
を
確
保
、
改
札
口
前
に
は
飛
越
能
地
域

の
広
域
観
光
情
報
ス
ペ
ー
ス
、
伝
統
工
芸
な
ど
の
地

場
産
品
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
各
種
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
る
予
定
だ
。

　

新
高
岡
駅
周
辺
に
は
既
に
多
く
の
飲
食
店
や
物
流

量
販
店
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
ま
た
新
高
岡
駅
の

さ
ら
に
南
側
に
位
置
す
る
県
内
最
大
級
の
商
業
施

設
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
岡（
平
成
14
年
オ
ー
プ
ン
）が

開
業
以
来
の
大
改
装
を
行
い
、
新
高
岡
駅
の
デ
ザ
イ

ン
を
意
識
し
た
外
装
が
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
る
な

ど
、
周
辺
の
動
き
も
活
発
化
し
て
い
る
。
高
岡
駅
と

並
ぶ
高
岡
市
の
玄
関
口
ツ
ー
ト
ッ
プ
、
飛
越
能
地
域

の
新
し
い
玄
関
口
と
し
て
、
広
域
観
光
振
興
を
は
じ

め
高
岡
市
と
周
辺
地
域
の
活
性
化
の
ス
プ
リ
ン
グ

ボ
ー
ド
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
北
陸
新
幹

線
・
新
高
岡
駅
の
勇
姿
を
見
ら
れ
る
日
も
近
い
。

文
化
創
造
都
市
高
岡
の
実
現
に
向
け
て

　

新
幹
線
停
車
駅
の
開
業
が
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト

は
多
様
な
形
で
現
れ
る
。
新
幹
線
停
車
駅
が
で
き
た

こ
と
で
飛
躍
的
に
発
展
す
る
都
市
も
あ
れ
ば
、
新
幹

線
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
止
め
る
だ
け
の
地
域
力
が

足
り
な
い
と
、
い
わ
ゆ
る「
通
過
駅
状
態
」と
化
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で

新
幹
線
開
業
に
は
、
停
車
駅
を
持
つ
都
市
の
地
域
力

が
根
底
か
ら
問
い
直
さ
れ
る
怖
さ
も
あ
る
。
北
陸
新

幹
線
の
開
業（
長
野
か
ら
先
の
区
間
）は
日
本
の
鉄
道

網
に
と
っ
て
「
九
州
新
幹
線
以
来
４
年
ぶ
り
の
新
規

開
業
路
線
」
と
な
る
た
め
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
各

方
面
か
ら
熱
い
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

高
岡
市
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う

に
、
新
幹
線
開
業
を
地
域
活
性
化
の
新
た
な
ス
プ
リ

ン
グ
ボ
ー
ド
と
と
ら
え
、
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
う
し
た
ハ
ー
ド
面

に
お
け
る
イ
ン
パ
ク
ト
ば
か
り
で
な
く
、
あ
る
意
味

で
そ
れ
以
上
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ソ
フ
ト
面

（
伝
統
的
地
場
産
業
も
含
め
た
芸
術
文
化
面
）の
活
性

化
に
お
け
る
波
及
効
果
だ
。
同
様
の
こ
と
が
や
は
り

北
陸
新
幹
線
停
車
駅
と
な
る
県
都
・
富
山
市
や
、
高

岡
市
と
は
同
じ
旧
加
賀
藩
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た
金

沢
市
に
も
い
え
る
が
、
地
理
的
に
非
常
に
近
い
高
岡

市
・
富
山
市
・
金
沢
市
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
歴
史

文
化
の
蓄
積
が
あ
る
。
北
陸
新
幹
線
の
開
業
は
、
高

岡
市
に
お
け
る
そ
の
歴
史
的
・
文
化
的
独
自
性
を
改

地場産業のアルミ鍋、銅鍋で新鮮な魚介や野菜を楽しむ「日本海高岡なべ祭り」
（毎年1月開催）

加賀前田家3代当主・前田利常が建立した「国宝・瑞龍寺」
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め
て
発
信
す
る
一
つ
の

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
の
は
事
実
で
、
従
来

か
ら
活
性
化
（
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
）
へ
の
取
り
組
み

が
盛
ん
に
さ
れ
て
き
た

鋳
物
（
銅
製
品
、
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
製
品
な
ど
）
や
漆

器
な
ど
の
も
の
づ
く
り

産
業
の
従
事
者
を
中
心

に
、
こ
の
好
機
に
さ
ら

な
る
発
信
力
の
醸
成
を

図
る
気
運
が
大
き
く
盛

り
上
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

高
岡
市
で
は
こ
の
機

を
と
ら
え
、
地
場
産
業
の
活
性
化
と
と
も
に
、
文
化
、

芸
術
、
観
光
な
ど
に
多
分
野
に
わ
た
る
活
性
化
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
25
年
４
月
に
文
化
創
造
都

市
高
岡
推
進
懇
話
会
を
設
置
。
翌
平
成
26
年
度
中
に

は
懇
話
会
か
ら
の
提
言
を
基
に
文
化
創
造
都
市
高
岡

推
進
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）を
策
定
し
、
平
成
27
年
度
か
ら

本
格
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

　
「
高
岡
市
は
前
田
利
長
公
に
よ
る
高
岡
城
と
そ
の

城
下
町
の
建
設
以
来
、
都
市
と
し
て
約
４
０
０
年
間

の
歴
史
の
積
み
重
ね
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
さ
ら
に

そ
れ
以
前
の
天
平
時
代
に
越
中
の
国
府
が
置
か
れ
て

い
た
高
岡
は
、
万
葉
集
に
多
く
詠
ま
れ
た
名
勝
地
・

景
勝
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
歴
史
的
文
化

的
背
景
か
ら
醸
成
さ
れ
て
き
た
文
化
力
を
活
用
し
、

現
代
に
お
い
て
新
し
い
価
値
や
文
化
、
産
業
を
創
出

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
暮
ら
し
の
質
や
豊
か
さ
を

高
め
る
こ
と
を
目
標
に
地
域
の
活
性
化
を
進
め
て
い

く
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
文
化
創
造
都

市
高
岡
の
在
り
方
と
い
え
ま
す
」（
髙
橋
市
長
）

　

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
高
岡
市
の
文
化
創
造

都
市
推
進
事
業
は
、
決
し
て
北
陸
新
幹
線
の
開
業
あ

り
き
で
始
ま
っ
た
施
策
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
豊

か
な
歴
史
・
文
化
に
培
わ
れ
、
醸
成
さ
れ
て
き
た
各

業
種
や
文
化
・
芸
術
方
面
の
豊
富
な
人
材
な
ど
が

個
々
に
行
っ
て
い
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
、
地
域
全

体
の
活
性
化
の
枠
組
み
の
中
で
一
体
的
に
推
進
さ
れ

て
い
く
よ
う
な
方
向
性
を
探
っ
た
末
に
行
き
着
い
た

取
り
組
み
が
、
時
期
的
に
北
陸
新
幹
線
の
開
業
と
も

リ
ン
ク
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
れ
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
ん
な
好
機
も
め
っ
た
に
な
い
と
い
え
る
。

多
様
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、
新
た
な 

価
値
、
文
化
、
産
業
を
創
出
・
発
信

　

折
し
も
北
陸
新
幹
線
開
業
直
後
の
３
月
29
日
お
よ

び
30
日
の
２
日
間
、
日
本
を
代
表
す
る
文
化
人
、
知

識
人
、
芸
術
家
な
ど
が
、
日
本
文
化
の
深
ま
り
と
広

が
り
を
目
的
に
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
団
「
エ

ン
ジ
ン
01
文
化
戦
略
会
議
」
主
催
の
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
セ
ミ
ナ
ー
が
、
高
岡
市
の
ウ
イ
ン
グ
・
ウ
イ

ン
グ
高
岡
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。
同
イ
ベ
ン
ト
で

は
各
界
の
一
流
講
師
が「
知
と
文
化
」に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。

　

異
分
野
の
専
門
家
た
ち
が
自
由
な
意
思
で
集
ま

り
、
相
互
に
学
び
合
い
、
新
時
代
の
文
化
創
造
を
目

北陸新幹線の車両模型を展示中の「高岡駅交通広場」

伝統産業に従事する練達の職人さんから授業で学んだ小学生たちの作品展（市
立美術館）

高岡大仏と通称される大佛寺の銅造阿弥陀如来坐像（市指定文化財）は高岡銅器
職人たちの技術の結晶（1933年製造）
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（富山県）

指
す
と
い
う「
エ
ン
ジ
ン
01
文
化
戦
略
会
議
」の
コ
ン

セ
プ
ト
は
、
高
岡
市
の
文
化
創
造
の
コ
ン
セ
プ
ト
と

も
一
致
す
る
。

　

高
岡
市
は
、
文
化
創
造
に
向
け
た
コ
ン
セ
プ
ト

を
、
高
岡
に
お
け
る
3
つ
の
文
化
力
「
多
様
な
文
化

の
存
在
＝
文
化
多
様
性（A

rt

）」「
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
と
し
て
の
歴
史
・
伝
統（Craft

）」「
豊
か
な
環
境
・

市
民
性
（City

）」
を
基
礎
と
し
た
創
造
的
な
活
動
が

行
わ
れ
る
都
市
の
実
現
と
し
、
そ
の
都
市
イ
メ
ー
ジ

を「A
rt 

＆ Craft  City 

高
岡
」と
し
て
い
る
。

　

高
岡
市
で
は
、
伝
統
産
業
に
若
手
技
術
者
や
ク

リ
エ
イ
タ
ー
が
増
え
て
お
り
、
高
岡
市
の
鋳
物
産

業
（
銅
製
品
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
）
や
漆
器
産
業

な
ど
を
基
礎
に
据
え
な
が
ら
新
し
い
商
品
産
業
を

生
み
出
す
新
た
な
力
と
し
て
自
由
闊
達
な
ア
ー
ト

感
覚
の
製
品
を
多
彩
に
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
市
内
に
２
つ
あ
る
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
（
山
町
筋
、
金
屋
町
）
が
代
表
す
る
近
世
町

人
（
町
衆
）
文
化
の
蓄
積
、
前
述
し
た
国
宝
・
瑞
龍

寺
や
国
史
跡
・
前
田
利
長
墓
所
な
ど
武
家
文
化
の

記
憶
、「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地
」
の
1
つ
と
し

て
女
岩
が
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、
現
在
も
親
し

ま
れ
て
い
る
「
雨
晴
海
岸
」
な
ど
の
景
勝
地
、
万
葉

集
と
そ
の
時
代
に
つ
い
て
深
く
探
究
す
る
た
め
の

施
設
「
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
」
の
存
在
な
ど
、
実
に

多
彩
な
地
域
資
源
に
も
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
岡
市
は
漫
画
家
藤
子
・
F
・
不
二
雄
氏

の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
万
葉
線
の
ド
ラ
え
も
ん
ト
ラ
ム

や
ド
ラ
え
も
ん
ポ
ス
ト（
高
岡
銅
器
で
製
作
）、
ド
ラ

え
も
ん
の
散
歩
道
、
ド
ラ
え
も
ん
の
空
き
地
な
ど
、

藤
子
先
生
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
会
え
る
ま
ち
で
も
あ

る
。
同
時
に
「
鋳
物
産
業
や
漆
器
産
業
な
ど
か
ら
輩

出
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
地
場
産
業
の
枠
組
み
を
超
え
る

技
量
や
発
想
力
を
持
つ
若
い
技
術
者
た
ち
の
存
在

は
、
ま
さ
に
高
岡
市
の
新
た
な
地
域
資
源
を
代
表
す

る
も
の
」（
髙
橋
市
長
）だ
。

　

高
岡
市
が
目
指
す
文
化
創
造
の
推
進
は
、
そ
れ

ら
新
旧
の
地
域
資
源
の
特
性
を
活
か
し
た
活
用
・

発
信
へ
の
取
り
組
み
と
、
北
陸
新
幹
線
開
業
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
い
か
に
効
果
的
に
わ
が
も
の
に
で
き

る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
目
前
に
迫
る
「
平
成
27
年

３
月
14
日
」以
後
の
高
岡
市
の
躍
動
が
、
な
お
一
層
、

注
目
さ
れ
る
。

（
取
材
・
文 

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
26
年
12
月
17
日
）

高岡市デザイン・工芸センターの鋳物設備で作品
作りに励む若手技術者

藤子・Ｆ・不二雄氏の故郷・高岡ならではの「銅製
ドラえもんポスト」（高岡駅交通広場）

鋳物工房や漆器工房などを見学・体験するクラフツーリズモや市場街ツアー（１泊）は人気上昇中
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